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吉原 直樹さん第３７回家畜人工授精優良技術 

発表全国大会で西川賞を受賞！ 

                                             

   岡山県家畜人工授精師協会津山支部 

  美咲町の吉原直樹さん(岡山県家畜人工授精師協会津山支部)は、平成２１年２月１

３日東京都港区東新橋ヤクルトホールで開催された第３７回家畜人工授精優良技術発

表全国大会で栄えある西川賞を受賞されました。 
  吉原さんが発表された内容は、牛群検定をベースとした個体毎の飼養管理、特に、

正しい栄養管理が結果として優れた人工授精技術の行使とあいまって乳牛の繁殖成績

の向上に繋ながったことが、高い評価を受けました。審査員の講評で、吉原氏の人工

授精技術は基本に忠実で、まさに酪農経営・家畜人工授精の素晴らしい見本だと絶賛

されました。 
  吉原さんが発表された「楽しい酪農経営を目指して」は次のとおりです。
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楽しい酪農を目指して 

 吉原 直樹  

（岡山県家畜人工授精師協会 津山支部） 

 

1. はじめに 

私は岡山県北部の美咲町において、両親と私

と妻の４人でホルスタイン種 85 頭を飼養し、

酪農を営んでいます。 

私は高校卒業後、一般の会社に就職し、別の

道に進みました。しかし、サラリーマン生活の

中で改めて酪農という仕事に魅力を感じ、県内

及び北海道で４ヶ月間の実習を経て平成 16 年

7 月から家業の酪農を継ぎました。 

子供の頃から交配計画を父に任されていた

こともあり、牛群改良にも興味がありました。

そこで平成 17 年 1 月に家畜人工授精師免許を

取得し、牧場での人工授精を始めました。 

しかし、１年目は発情した牛にただ授精を行

っているだけで、繁殖を意識した個体管理が出

来ていませんでした。その結果就農当時 448 日

であった平均分娩間隔は就農2年目には464日

にまで延長し、繁殖成績の改善が大きな課題と

なりました。 

そこで、２年目は繁殖の改善を最大の目標と

しました。同時に個体の能力のレベルアップ、

交配種雄牛の選択による体型改良を行い、連産

性の向上を目指しました。そして世話をしてい

て楽しい牛が牛舎に増えることを目標としま

した。 

 

2. 方法 

繁殖成績向上の為、以下の４項目に取り組みま

した。 

①発情の発見に努め、適切な人工授精を心懸 

ける 

②飼料設計を繁殖重視のものに変更する 

③牛群検定成績表を利用して個体ごとの管 

理・調節を行う 

④定期的な獣医師の検診を受ける 

 

発情の発見は授精の第一歩ですが、繁殖カレ

ンダーを利用し周期の牛を重点的に観察する

ことで発情を見逃さないよう努めました。 

また毎日搾乳前、尾の洗浄を行っています。

洗浄時に外陰部、尾をよく観察することによっ

て粘液の付着、陰部の腫脹等を確認し、発情兆

候を見逃さないよう努めました。 

次に授精技術の基本的な部分を再度確認し、

基本に忠実に授精を行いました。ストローの保

存と取扱に始まり、融解温度、時間（38℃,11

～13 秒）に気を付け、授精器のサヤカバーを

使用しました。冬期に授精器の保温を行い、陰

部の清拭を徹底し、排卵確認も欠かさず行いま

した。 

次に、分娩後、受胎までは繁殖優先の飼料設

計に切り替えました。飼料設計は偏りがないよ

うに組合の指導員や飼料メーカーなど３カ所

に依頼し、調整しました。乾物摂取量を増やし、

特に自給飼料のコーンを増量することでエネ

ルギー重視の設計としました。また受胎までは、

エネルギーと蛋白の比率を、ややエネルギーが

高くなるように設定しました。 

さらに、給与順序の変更によって飼料効率を

高めました。以前は通過速度の速いサイレージ
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から給与していましたが、粗飼料から給与する

ことで全体の通過速度を抑え、飼料効率を高め

ました。 

以上の結果、牛群の繁殖成績には多少改善が

見られたものの、個体ごとの繁殖成績を見ると

依然として非常に空胎日数が長い牛が残って

いました。そこで、個体の観察と合わせて、牛

群検定成績を活用して繁殖改善ができないか

と考えました。 

個体の状態と牛群検定成績とを照らし合わ

せてみると、繁殖成績の悪い牛は、分娩後初回

および２回目の検定成績における乳成分で明

らかに乳脂肪と無脂固形の差が大きく、乳蛋白

も低めの傾向にあることが分かりました。また

繁殖成績の良好な牛は、乳成分における乳脂肪

と無脂固形の差が 5±0.2％程度で適正範囲に

収まっているのに対し、繁殖成績の悪い牛はそ

こから外れており、中には６％以上開いている

牛や、４％以下の牛もいることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、検定成績を確認しながら個体ごとの

給与飼料を調整することにしました。 

まず乳量、次に乳脂肪、無脂固形のバランス

を確認しました。乳脂肪の調整には繊維質の多

い乾草などの粗飼料を使用し、無脂固形の調整

にはデンプン質の多いトウモロコシなどの穀

類を使用することにしました。 

乳脂肪に比べ無脂固形の低いものは乳量に

応じた基本メニューに対し、穀類を増給するこ

とにより無脂固形を上げ、逆に無脂固形に対し

乳脂肪が低いものは、粗飼料を増給することに

より乳脂肪を上げました。この時、どちらかが

高すぎる場合は減給し調整しました。 

調整を続けていく上で、我が家の牛群では、

給餌量を 500g 変更すると成分が約 0.3%変動す

ることが分かり、調整後の成分も、目標とする

範囲内に収まるようになりました。また、乳脂

肪、無脂固形のバランスが良くなると、自然に

乳蛋白も高くなり、安定しました。 

また、月に２回獣医師による繁殖検診を受け

るようにしました。その際に、分娩後 30 日前

後の牛および発情不明瞭な牛、発情回帰のない

牛の検診および治療を行いました。それにより、

牛のコンディションや子宮の状態が確認でき

るようになりました。 

餌の調整および、繁殖検診の結果を合わせて

牛を見るようになり、個体に合わせた栄養管理

がより正確に行えるようになりました。以降、

子宮の回復が早くなり、早期に発情回帰がみら

れるようになりました。その結果、発情兆候が

明瞭になり、授精作業もスムーズに行えるよう

になりました。また、乳成分のバランスが良く

なり始めてからは牛の毛艶も良く、乳房の張り

も感じられました。 

繁殖成績と牛群検定成績

無脂固形 ＝ 乳脂肪 ＋（５±０.２）%

（例）乳脂肪3.5%の場合、
無脂固形8.3～8.7%が適正範囲

繁殖不良 繁殖不良繁殖良好

4.8 5.2(無脂固形－乳脂肪)

乳脂肪４.0 無脂固形8.０

乳脂肪3.5 無脂固形8.5

乳脂肪3.0 無脂固形9.0

飼料の調整

乳脂肪 の調整 粗飼料 増減

無脂固形の調整 穀類（トウモロコシ）
増減

（飼料500g変更 成分約０.３％変動）

無脂固形 ＝ 乳脂肪 ＋（５±０.２）％
以内に収まる
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3. 結果 

これらの取り組みの結果、除々に繁殖は改善

の方向に向かいました。平成 17 年に 460 日を

越えていた分娩間隔は徐々に短縮し、平成 19

年には目標とする 400 日を達成しました。さら

に平成 20 年には 387 日にまで短縮しました。 
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1 頭あたりの 305 日実乳量は平成 16 年、17 年

は 8000kg 台でしたが徐々に増え、平成 20 年に

は 10000kg を超えました。これは、繁殖が酪農

にとって非常に重要であることを示していま

す。 
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4. まとめ 

４年間の取り組みの結果、牛の状態を正確に把

握し、個体の栄養管理を行うことで牛の状態は

良くなり、繁殖成績は改善されました。状態が

良くなれば牛は本来の能力を発揮し、乳量も上

がってくることが判りました。種雄牛の選択に

よる遺伝的な改良も、大きな効果があると思い

ます。また繁殖改善と共に、交配計画に力を入

れ、能力、体型の改良を行ってきた結果、自家

繁殖・育成したイソベリ バリアント レクサ

ス号は現在１年１産を達成しており、乳量も

305 日で 11,811kg を記録しました。更に昨年

12 月の体型審査では７歳 6 産で EX-92 点を獲

得し、県内自家産最高得点を更新しました。本

牛は今年 1月に 8 歳で 7 産目を迎え、目標とす

る長命連産を実現しています。 

1年1産と体型審査成績

• ６産で９２点 自家産牛の県最高得点

イソベリ バリアント レクサス号

 

今後は、個体管理による繁殖成績の充実と同時

に能力を支えるしっかりとした体型を持った

牛群へ改良していきたいと思います。 

そしてレクサス号の様な長命連産で産乳能力

を伴った、飼っていて楽しい牛を牛舎いっぱい

に揃えて楽しい酪農を目指して 

いきたいと思います。 

 


